
，j,9･i91こ’.り一゛”－Jy゛4’働ｔ．

半
月
刊

（
１
日
・
1
5
日
）

02）ＩＣ

-;御ｅ▽兎ele jpゑ＠ｓＳ－カ蛎00円一部lo円

　　　　　　･･.･.･.･･･　･･･　　　･･･剱獅弼SI･゛’’’･　’♂.｀　　　　　　　　　　　sS　　　　　　　　゛’‘
　　　　　　　　　　　　S髄薗自隠．　’’　　　　　　祭謳.･‥‥‥‥‥‥

1顧S
諏|　|‾

｜……

=｀　゜…　……゜ﾆslll=|ﾆ§|lillll§語語鰻躇ｌ

　　　　訟1　　　　　　.1　　　　･..･.･.　･････　.　　　　　　･Si……lii゛｀　　　　･.

　　　　　　ヨ．　　　　　゛゛　　　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　●　●　　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　：　§　‥‥‥‥‥‥‥　　　　　‥‥‥測゛゛’:･　　　　　　　　　　.|
　　　　.’’:　　’’’　　ぷ弥.･　　　　　..　　　..　　　...　　　　　’　　　’･.

　･..:゛.謳‥‥‥‥11.･。　　　.IE｀･’‘‘w‘゛:’
………

ぶぞ　　Ｕ　　２職４　．朔
　…………i’‘劃　　　　　　¨　　゛　　　　　　･

客　
゛　．

鰐
｀　Jヽ　｀,1　　・　　　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　逞　ｓ　一　　　　　　　　　　　　　　　　‘ｊ－・　湊妃　　　　　　　睡　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

　ｙ　　．　　　　　　　●●　　噛

　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
‐　｜

一朧

朧謳謳II誼顔自鰯醍醐奥目|……｜

， ゛゛^･==こ　ｓ　　　;ｔ　　　／ﾆs

　　l圖諺回国謳廻　　　　　　　　　　　゛:ﾖ　゛゛‘　・　　｀:::｀･¥i. ’，

　　　゛・　|顧謡固　　。‘aii l‘’ 日本大学で財政上の不正事件がマス・コミの報jl

……=l.｀,..ゝ･　眉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きらかにされた。マス・コミの報道はこんどの日ｊ
ｉ　．．,,ｌｪ;i　原票冒頭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してはきわめて億病である。日大の財政構造的な∃il

’｀‘::EjE
IUﾐ1吏　回1回忌懇堀..　　　　　　　　゛　　　　　　　　　　mE:’　　　　化させられているのが今回の不正康件なのだといf

l^゛s°一篇　閃言三読了

‐
。
i
l
.
1
'
｡
‘
o

‘
”
ｌ

ｆ
ｌ
‐

り
｀
ご
４
ｊ
ｊ
こ
．
、
ｊ

－

　日本大学で財政上の不正事件がマス・コミの報道によって明

きらかにされた。マス・コミの報道はこんどの日大問題にかん

してはきわめて億病である。日大の財政構造的な歪みから必然

化させられているのが今回の不正康件なのだという視点からで

はなく、国税庁と神田税務所との課税上の見解の対立によって

表面化されたのが今回の問題である。という視点にとどまづて

いるようにみえるからである。

　学生が死亡したり、多数検挙されたりしないと、学生のデモ

が紙面化されないのと同じように、こんど脱税というセンセー

ショナルな事件がなければ、マス・コミは日大問題を報道しな

かったのではあるまいか。脱税がなくても、日大には敗政をめ

ぐる腐敗が厳存しているのである。しかしこの事実を報道せよ

とマス・コミに要求することは、マス・コミの限界をこえてい

るかもしれない。ここで学生新聞にあたらしい任務が与えられ

るわけであろう。
　日大のかかえている問題が慶応大学のかかえている問題と同

じだ、と私たちに考える。「教育」と「経営」が資本主義体制

の下では決して両立しえない、ということから私たちの考えは

みちびかれている。「教育」は未来にかかわっており「経営」

は現在にかかわっている。「教育」は何年先かの社会にとって

有用な人材の育成のためにあるのであるから、「教育」の現場

である大学で利潤をあげることはできない。利潤をあげられる

としたら学生の大学卒業後に企業主が労働力としての学生を搾

取するからである。このように、いまの時点では利潤をあげら

れないのが「教育」なのである。その教育を私企茉の形態で所

有しようとするから問題がおこるのである。
　両立させえない「教育」と「経営」のうちの経営を優先させ

たのが日大であり、だから日大ではとうぜん「教育」が犠牲に

なっている。いま慶応大学は日大ほどには「経営」を優先させ

てはいないし、またさせられない。だが慶応大学では「経営」

優先力1来年あたりに強行されるのではあるまいか。「学費値上

げ」がその「経営」優先の端的な表現である。そのような慶応

大学にある「教育」は「経営」の犠牲になった「教育」なので

あろう。「教育」を防衛するためにこそ、当局の「学費値上

げ」のプランを粉砕するひつようがあるのだ。
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れ
て
い

つ
い
て
は
″
ヤ

ミ
賞
与
″
的
な
も
の
と
国
税
局
は
み
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
ｙ
マ
ミ
給
与
″
″
ヤ
ミ
賞

夕
に
つ
い
て
、
大
学
本
部
で
は
「
学

校
を
よ
く
す
る
た
め
で
不
正
は
な
い
」

と
い
っ
て
い
る
が
、
教
器
具
組
合
で
は

　
「
体
の
い
い
予
算
の
山
分
け
的
な
や
り

方
だ
」
と
非
難
し
て
い
る
。

　
　
「
二
十
億
円
事
件
」
が
明
る
み
に
出

た
十
五
日
、
学
長
、
理
事
、
学
部
長
、

校
友
会
九
人
に
よ
る
「
学
内
刷
新
振
興

秀
貝
会
」
を
組
織
し
て
対
策
を
検
討
し

て
き
た
が
四
月
二
十
四
日
、
次
の
よ
う

な
結
論
を
出
し
た
。
①
会
頭
に
提
出
さ

れ
て
い
る
良
文
炳
総
裁
の
辞
表
受
理
②

一
規
定
外
の
総
裁
、
副
会
頭
、
常
任
理
事

制
の
廃
化
凶
小
野
教
授
の
辞
表
を
受
理

④
理
事
会
に
全
学
部
長
を
出
席
さ
せ
る

⑤
新
た
に
副
総
長
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。
教
職
員
組
合
は
こ
の
結
論
に
対
し

す
べ
て
の
病
源
は
、
大
学
を
私
有
化
し

よ
う
と
す
る
全
理
事
に
あ
る
と
し
て
、

あ
く
ま
で
そ
の
背
信
行
為
の
責
任
を
追

求
し
、
全
理
事
を
総
退
陣
さ
せ
る
た
め

全
学
的
な
運
動
を
展
開
す
る
、
と
言
っ

て
い
る
。

的
基
盤
の
貧
炉
の
心
‥
葉
に
よ
っ
て
徐

々
に
増
幅
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
そ
し
て
今
回
の
’
脱
税
問
芦
と

い
う
形
で
日
太
太
｛
両
部
機
構
、
教
育

回転
イ
で
み
｀

て
み
誓

作
を
一

行
さ
草

も
つ
沼

あ
っ
て
、

鯨
を
追
っ

し
か
な
い

の
作
品
'
X
I
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べれ

て
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泄

よ
う
に

　
日
大
の
同
一

の
事
象
で
昏

特
殊
日
大
の

る
、
数
々
の
‘

を
曇
ら
せ
る
。

特
殊
日
大
の
問

１

● ･

ｊ

芦

子

　
ヒ
ュ

ー
ス
ト

ン
監
督

の
《
臼

鯨
￥
を

テ
レ
ヴ

こ
の
映
画
を
初
め

で

ｔｔ
活時日か員パ

、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
原
悶

ま
ま
に
辿
り
な
が
ら
平

心
と
、
映
画
と
小
説
の

七
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が

昧
ぶ
か
か
っ
た
。

い
と
ら
れ
た
船
長
が
白

因
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で

し
て
は
い
た
が
、
シ
ョ

ｎ
に
は
事
実
に
即
し
た

・
り
れ
る
。
し
か
し
船
長

対
決
と
い
う
関
係
は
き

］
化
さ
れ
て
い
た
よ
う

と
つ
の
原
因
は
お
そ
ら

の
人
物
た
ぢ
と
白
鯨
と

昧
に
さ
れ
て
い
る
か
ら

。
そ
し
て
ま
た
船
長
と

の
連
帯
性
が
明
確
化
さ

か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

ル
の
作
品
は
も
っ
と
豊

を
ふ
く
ん
で
い
る
。
船

を
意
味
し
、
白
鯨
と
は

す
る
か
、
そ
れ
は
こ
こ

が
、
せ
微
添
一
切
っ
た

た
の
で
あ
る
。

我
々
に
と
っ
て
彼
岸

Ｉ
Ｏ

Ｉ
Ｑ

ふ
債
ら
せ

、
我
々
の
目

呈
し
た
事
実

だ
ろ
う
一
つ

と

点
／
６
’
″
・
丸
‘
｀
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。
二
〇
億
円
脱
税
こ
に

特
殊
日
大
の
問
題
か
？

　
妁
二
十
億
金
の
使
途
不
明
金
に
つ
い

て
東
京
国
税
局
の
監
査
を
う
け
て
い
る

日
本
大
学
の
問
題
は
、
他
大
学
か
ら
理

想
的
な
私
学
経
営
と
し
て
見
ら
れ
て
い

た
だ
け
に
私
学
全
体
の
問
題
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
二
十
億
円
の
内
訳
と
し
て
①
特
別

研
究
費
、
特
別
研
修
費
、
試
験
手
当
な

ど
の
名
目
で
、
年
に
二
・
三
回
支
給
さ

れ
て
い
る
非
課
税
の
手
当
。
②
各
学
部

が
木
部
の
役
員
や
部
長
な
ど
に
送
っ
て

い
た
献
納
企
。
⑧
久
‥
学
部
で
支
出
さ
れ

て
い
る
学
生
対
策
費
、
組
ハ
奸
策
費
、

社
交
渉
外
費
な
ど
で
あ
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
ヤ
ミ
給
与
的
な
性

格
が
強
く
、
木
部
で
は
、
運
転
手
、
用

務
員
に
至
る
ま
で
奈
頁
に
支
給
さ
れ
る

と
い
っ
て
い
る
が
、
日
大
教
職
員
組
合

　
（
四
一
年
結
成
・
組
合
員
一
、
六
〇
〇

.

i

ず
一
部
幹
部
に
の
み
支
給
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
い
る
。
毎
年
四
月
に
支
給
さ

経
営
優
先
の
破
綻
が

々
に
教
え
る
も
の

　
四
月
十
五
日
ば
大
の
二
十
億
円
の

脱
税
ｙ
と
マ
ス
コ
ミ
は
国
税
局
の

‐
1
源
泉
監
査
」
に
よ
る
脱
税
問
題
と
し

て
報
道
し
た
。
一
般
に
私
学
の
財
政
的

基
侭
の
不
安
定
が
ま
る
で
私
学
と
は
そ

う
い
う
も
の
と
い
っ
た
常
識
と
化
し
つ

つ
あ
る
現
在
、
恋
心
、
旱
大
、
。
明
大
、

申
大
、
と
学
費
値
上
げ
阻
止
闘
争
が
続

い
た
。
そ
し
て
今
年
の
巾
大
の
「
勝
利
」

が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
闘
争
が
無
力

感
あ
る
い
は
、
壁
を
意
識
せ
ｌ
ｌ
蒔

’
砥
Ｉ
』
″
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今
ぽ
の
ハ
肺
、
富
士
両
裂
鉄
の
ハ
昌

は
、
同
じ
大
や
介
吋
と
い
っ
て
も
、
去

る
三
九
年
の
八
秀
一
重
工
の
八
揚
の
場

合
と
は
、
質
的
に
決
定
的
か
違
い
が
あ

る
。
そ
れ
は
三
菱
八
爪
工
の
場
合
、
合

併
の
扱
大
の
狙
い
で
あ
っ
た
後
発
の
自

勁
ポ
部
門
の
統
八
‥
は
、
統
八
握
で
も
、

市
場
占
拠
率
に
お
い
て
ト
ヨ
タ
、
日
産

に
遠
く
及
ぱ
な
い
の
に
対
し
、
今
回
の

八
幡
、
富
士
の
合
併
は
、
第
一
に
両
製
。

鉄
会
社
が
、
鉄
鋼
業
霖
に
お
い
て
一
位

と
二
位
を
占
め
る
ト
ッ
プ
・
メ
よ
了

ｌ
ａ
－
！
－
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
嚇

三
五
・
七
％
に
達
し
（
ア
メ
リ
カ
の
鉄

鋼
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
、
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル

の
同
比
率
二
四
％
を
は
る
か
に
し
の

ぐ
）
　
一
部
の
鋼
材
‥
翔
に
お
い
て
は
、

九
六
ら
と
い
う
殆
ん
ど
廸
偉
硝
と
い

。
っ
て
よ
い
ペ
リ
石
ｗ
り
出
す
こ
と
で
あ

る
。

　
カ
ク
レ
ミ
ノ
の

　
「
国
際
競
争
力
強
化
」

　
こ
の
よ
う
な
大
型
八
日
併
を
、
政
府

附
以
は
、
「
国
際
競
争
力
の
弦
化
」
と

－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ

｛
が
‥
リ
ょ
っ
て
い
る
。

　
肌
し
て
、
八
幡
、
富
士
の
合
作
に
よ

っ
て
、
目
本
の
鉄
鋼
の
国
際
頓
争
力
は

強
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
断
じ
て

否
で
あ
る
と
・
河
‥
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
’
む
し
ろ
、
国
際
競
争
力
を
低
下
さ

せ
る
と
伺
‥
え
た
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ

　
何
故
な
り
・
ば
、
日
本
の
鉄
鋼
業
は
、

国
際
尽
力
を
測
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で

あ
る
価
格
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
国

内
に
お
け
る
競
争
の
存
在
に
よ
り
、
は

る
か
に
低
既
で
あ
り
、
国
際
的
に
恐
れ

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

日
本
の
鉄
鋼
業
は
、
す
で
に
、
近
代
化

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　
こ
の
よ
う
に
、
十
分
た
国
際
呉
争
力

を
有
す
る
目
本
の
鉄
鋼
業
で
一
位
、
二

位
を
心
め
る
両
者
の
ハ
排
と
あ
っ
て
は

「
国
際
競
争
力
の
強
化
」
と
い
う
ニ
シ

キ
の
御
肌
は
、
逆
に
、
市
場
支
配
を
ね

ら
い
、
価
格
の
つ
り
上
げ
、
供
侍
を
は

か
る
こ
と
に
よ
り
、
同
社
の
利
八
を
増

大
さ
せ
よ
う
と
す
る
カ
ク
レ
ミ
ノ
と
・
口

わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
「
両
社
の
合
併
で
、

日
木
の
鉄
鋼
の
輸
出
圧
力
は
、
い
く
ぶ

ん
な
り
と
匁
習
忠
の
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

の
幹
部
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
皮

よ
う
と
す
る
、
こ
の
合
併
の
木
質
を
、

ピ
ク
リ
と
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
死
文
化
す
る
独
禁
法

　
吹
に
、
こ
の
ハ
揚
が
あ
た
え
る
社
会

的
な
影
ご
遡
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

一
円
社
の
八
挺
に
よ
っ
て
新
た
に
作
ら
れ

る
新
日
本
製
鉄
内
に
お
い
て
は
、
事
務

関
係
労
働
者
の
首
切
り
と
老
朽
化
し
た

窟
十
刎
鉄
・
釜
石
製
鉄
所
を
閉
鎖
し
、

そ
こ
に
働
い
て
い
た
労
働
者
を
現
在
建

設
中
の
八
幡
製
鉄
・
君
津
製
鉄
所
に
移

勁
さ
せ
る
と
い
っ
た
配
置
転
換
が
行
な

わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
同
社
久
松
後
、
「
管
理

価
格
」
が
形
成
さ
れ
て
、
価
格
つ
り
上

げ
が
行
な
わ
れ
た
場
へ
ｑ
鉄
鋼
が
あ
ら

ゆ
る
所
業
の
基
礎
物
質
で
あ
る
た
め

に
、
建
設
、
自
湖
東
、
造
船
と
い
っ
た

他
の
Ｊ
…
産
業
に
も
そ
の
ぶ
｀
‥
が
及
び
、

鉄
の
艮
行
列
費
者
で
あ
る
一
般
国
民
の

生
活
が
脅
や
か
さ
れ
る
こ
と
は
否
め
な

い
別
火
で
あ
る
。
例
え
ば
、
レ
ー
ル
や

ポ
鯛
の
回
尚
は
、
叩
貨
の
賠
寺
を

招
く
か
も
罰
れ
な
い
。
奈
川
京
や
電
気

冷
八
ド
、
カ
ン
ぷ
々
ダ
員
上
り
し
な

い
と
は
Ｉ
。
‥
え
た
い
。

　
ア
パ
ー
ト
や
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
帰
浪

費
が
上
が
っ
た
ら
、
庶
民
の
「
マ
イ
ホ

ー
ム
ヘ
の
Ｉ
ジ
」
は
岑
恐
打
？
ｙ
受
け

る
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
合
併
を
Ｊ
可

す
る
か
否
か
の
摂
貿
活
用
・
に
々
る

市
場
占
拠
ぷ
が
、
ど
れ
も
公
疋
玩
引

委
員
会
の
い
う
「
バ
○
％
の
？
ぬ
惣

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
合
併
の
認
可
を
だ
右
す
る
甫

場
占
拠
ぶ
・
一
八
○
％
は
、
独
占
禁
止
法

に
明
文
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
独
禁
法
の
永
年
に
わ
た

釈
を
望
む
財
界
の
意
見
が
そ
の
ま
ま

″
世
論
４
で
あ
る
か
の
よ
う
な
傾
向
が

あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
独
禁
法
の
運
用

は
、
市
掲
占
拠
ぷ
・
乙
○
％
と
い
う
基
準

よ
り
も
蹟
格
で
あ
る
。
例
え
ば
、
業
界

第
二
位
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
（
粗

洞
生
西
シ
ェ
ア
約
一
六
％
）
と
第
八
位

ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
・
シ
ー
ト
・
ア
ン
ド

・
チ
ュ
ー
ブ
（
同
約
円
ら
）
と
の
ハ
揃

申
請
は
、
そ
の
合
計
シ
ェ
ア
が
二
〇
％

で
あ
る
の
に
、
一
九
五
九
年
に
却
下
今

れ
て
い
る
。
ハ
幡
・
富
士
の
ハ
排
は
、

単
に
鉄
鋼
業
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
の
大
聖
ハ
排
を
無
条
件
で
容
認
す
る

こ
と
は
、
現
行
の
独
禁
法
を
死
文
と
化

し
、
公
班
委
を
ま
っ
た
く
有
名
無
実
の

存
在
と
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
先
に

合
資
方
針
を
決
定
し
た
王
子
製
紙
、
十

条
製
紙
、
木
州
製
紙
の
旧
王
子
三
社

（
八
挺
後
の
新
間
用
紙
の
シ
ェ
ア
は
約

六
〇
％
）
、
お
よ
び
川
崎
重
工
、
川
崎

航
空
機
、
川
崎
車
輛
の
川
崎
系
三
社
の

合
併
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
す
べ
て
の
合

併
を
拒
否
し
え
な
Ｋ
た
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
財
界
の
念
願
し
て
い
た
寡

占
体
制
の
強
化
を
内
容
と
す
る
産
業
再

糾
成
は
急
速
に
迎
む
で
あ
ろ
う
。
事
実

東
征
昆
と
三
井
化
学
と
の
ハ
排
、
予

想
さ
れ
る
日
所
内
両
軍
と
富
士
重
工
業

と
の
ハ
昌
に
よ
る
「
申
ｎ
飛
行
機
」
の

復
活
、
日
商
と
宕
井
賤
業
の
合
併
、

等
々
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
産
業
再
糾
成

の
波
は
、
ひ
と
具
悩
呈
尽
の
み
た
ら

ず
、
石
油
化
宍
大
尽
、
航
空
機
ご
界
、

貿
易
量
毀
’
に
庖
で
抑
し
寄
せ
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
八
か
ら
も
公

疋
取
引
委
員
会
は
、
独
頁
犯
法
の
大

幅
な
改
正
な
い
し
事
火
玉
の
廃
止
を
も

た
ら
す
よ
う
な
拡
大
暇
暇
を
行
た
う
べ

き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
望
ま
れ
る
総
合
的
な

　
景
気
調
整
政
策

　
昨
年
来
の
内
流
石
の
発
表
に
よ
る

と
、
昨
年
上
期
に
政
界
へ
の
寄
付
が
多

か
っ
た
の
は
、
東
京
銀
諮
嘉
に
次
い

で
鉄
鋼
連
盟
が
二
希
一
目
た
っ
た
。
政
治

寄
金
ば
か
り
で
な
く
、
鉄
則
業
界
と
い

現　代

帝
国
よ
義
に
と
っ

　
ペ
ー
ノ

ム
戦
争
に

お
け
る
戦

筒
は
、
一

月
の
テ
ト

攻
勢
以
来

ア
メ
リ
カ

て
極
め
て
不
利
に

展
開
し
、
そ
の
結
果
は
、
「
ジ
ョ
ン

ソ
ン
声
明
」
か
ら
［
パ
り
会
談
］
と

い
う
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
政
策
の
転
換
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
と
り
わ
け
、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
声
明
は
、
世
界
じ
ゅ
う

を
驚
か
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
佐
藤

政
府
へ
与
え
た
衝
撃
は
大
き
凱
っ
た

と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
日
米

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

大
統
領
に
対
し
、
べ
ｋ
チ
ム
戦
争
政

棄
支
持
、
中
国
敵
視
政
策
、
日
米
安

俣
体
制
の
長
期
固
定
化
等
々
を
約
束

し
た
佐
藤
首
相
の
政
策
的
破
綻
を
意

味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に

今
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
政
策
を
支

は
大
き
い
。
そ
れ
に
君
臨
す
る
新
日
本

製
鉄
が
渥
る
力
は
、
私
企
業
と
し
て
、

余
り
に
も
大
き
過
ぎ
す
ぎ
る
と
い
う
こ

と
に
ぺ
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
妬
石
″

に
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
政
治
と
経
済
と
の

密
接
な
関
係
が
い
ま
わ
し
い
紡
果
を
作

り
出
す
こ
と
は
、
今
度
の
日
活
事
件
を

み
て
も
開
ら
か
な
は
ず
で
あ
る
。

そ
も
ア
メ
日

い
る
と
‥

ュ
ネ
山

等
し
い
。

う
解
釈
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と
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吟
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乱
が
お
｝
ち
、
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ト
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ム
ー
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と
考
え
、
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持
し
て
い
た
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
声
明
ト
ン
キ
ン
湾
暮
｀
ｉ
口
実
と
し
て
介

が
発
せ
ら
れ
る
や
否
や
、
一
転
し
て
　
入
体
制
を
と
ｔ

ｔ
え
、
六
丑
年
の
北

今
度
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
平
和
的
爆
開
始
、
三
日
笥
米
海
兵
隊
ダ
ナ
ン

阿
決
を
真
に
圀
っ
て
い
る
、
と
い
っ
上
陸
と
い
う
秀
に
ア
メ
リ
カ
側
の

だ
日
宋
政
府
の
極
め
て
電
休
性
の
欠
　
一
方
的
戦
争
喬
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

如
し
た
対
米
追
随
外
交
の
実
態
を
乃
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
ー
零
ふ
み
に
じ
っ
て

露
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
、
パ
リ
で
は
、
　
リ
カ
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
溺
ベ
ト
ナ

北
ベ
ト
ナ
ム
と
ア
メ
リ
カ
と
の
予
備
ム
ヘ
の
侵
略
老
い
う
こ
と
を
弦
詞

一
一
一
一
一
一
一
一
一
”
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
‘
’
一
‐
．
一
一
一
一
一

’
‘
一
｛
‘
一
‘
一
｀
一
一
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
－
｛
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
一
一
｛
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
l
l

t
U
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
m
l
m
1
1
1
1
1
1
U
1
1
1
1
1
m
l
l
l
l
l
l
t
l
l
1
1

は
、
合
併
の
理
　
　
て
、
鋼
材
の
価

格
の
安
定
化

何

い
る
碩
か

に
、
好
況
の
時
住
、
殷
偏
り
資
を
盛

ん
に
し
ヽ
不
況
匹
時
に
は
、
金
融
を
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昭和４３年５月１５日(水曜日)叱･鎗レ勧業=f･聞

日吉自治委員総会

塗まれる問題点の大衆化

　
四
月
の
反
戦
闘
争
の
あ
と
、
日
吉
で
は
四
月
二
十
三
日
聞
か
れ
た
自
治
員
集
会
を
め
ぐ
り

て
、
日
吉
自
治
会
・
理
財
学
会
と
尽
俣
・
文
・
政
の
鳶
ゐ
と
の
間
に
五
月
十
日
暴
力
事

件
が
起
き
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
え
て
し
て
弓

″

の
問
題
と
し
て
語
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

原
因
は
、
慶
応
の
学
生
自
治
の
最
も
深
く
に
あ
り
、
貝
体
的
に
は
、
昨
年
の
食
堂
闘
争
以

後
、
各
々
の
学
会
が
ど
の
様
な
運
動
を
任
っ
て
き
た
か
を
、
そ
の
対
決
の
次
元
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
よ
う
。
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四
月
二
十
三
日
に
聞
か
れ
た
、
日
吉

自
治
員
集
会
で
の
決
議
を
め
ぐ
っ
て
、

法
・
文
・
政
各
自
治
会
の
社
学
同
系
の

学
生
（
他
大
学
の
学
生
約
二
名
を
含

む
）
が
、
四
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日

二
士
八
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
村
川

日
吉
自
治
会
委
員
長
に
詰
め
よ
り
、
更

に
は
暴
力
行
為
に
及
び
、
村
川
君
に
全

治
五
日
間
の
傷
を
負
わ
す
と
い
う
事
件

が
起
っ
た
。

　
四
月
二
十
六
日
、
法
・
ズ
・
政
各
自

治
会
が
発
表
し
た
「
村
川
委
員
長
即
刻

文
」
に
よ
る
と
、
争
八
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
①
四
月
二
十
凹
目
に
、

日
吉
自
治
会
名
で
発
表
さ
れ
た
方
針
は

二
十
三
日
の
自
治
員
総
会
が
、
集
会
と

し
て
開
か
れ
な
か
っ
た
た
め
無
効
で
は

な
い
か
②
法
・
ズ
’
・
政
各
自
治
会
に
、

二
十
三
日
の
自
治
員
総
会
の
連
絡
を
し

た
か
、
し
な
か
っ
た
か
③
日
吉
自
治
公

司
員
長
は
、
現
在
ヅ
に
で
あ
る
か
、
否

　
こ
れ
ら
三
点
に
対
し
、
法
・
文
・
政

蒋
自
治
会
は
、
①
二
十
凹
目
に
目
告
白

治
会
の
名
で
、
自
治
会
共
闘
へ
の
呉
那

決
議
を
発
表
し
た
の
は
不
当
で
あ
る
③

全
く
連
絡
さ
れ
な
か
っ
た
③
村
川
君
は

現
か
委
員
長
で
は
な
い
、
と
主
張
し
、

村
川
委
員
長
は
、
①
不
当
か
、
不
当
で

な
い
か
は
自
治
員
総
会
を
開
い
て
討
議

し
よ
う
②
政
・
法
・
文
各
自
治
会
の
委

員
長
又
は
副
委
飢
民
に
連
絡
し
た
③
二

・
一
双
日
吉
ク
ラ
ス
委
員
集
会
に
お
い

て
、
一
回
、
前
則
委
け
長
が
事
務
を
継

続
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
だ
か
・
り
私

は
、
現
任
店
長
だ
と
宝
引
し
、
双
方

の
生
引
は
、
全
く
対
ツ
ー
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
申
で
、
五
月
十

目
、
第
二
会
議
室
に
お
い
て
日
吉
自
治

員
七
会
が
闘
か
れ
た
。
こ
の
総
会
に
お

い
て
、
同
月
反
戦
闘
争
の
総
括
、
今
後

の
方
針
、
自
生
講
座
等
の
問
悶
が
、
討

議
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
席

上
、
法
学
会
の
自
首
濤
口
が
、
　
「
総
会

を
始
め
る
前
に
同
月
二
十
三
日
の
自
治

員
摂
会
の
件
に
対
し
、
村
田
委
員
長
は

自
己
批
判
す
べ
き
だ
」
と
発
言
し
た
の

に
対
し
、
村
川
委
員
長
は
、
「
本
総
会

は
、
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
問
題
は
総

会
の
中
で
討
議
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
反

論
し
、
総
会
は
混
乱
の
内
に
始
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ

て
会
議
は
紛
糾
し
、
村
川
委
員
長
は
、

五
分
間
の
休
憩
を
宣
し
た
。
法
・
文
・

政
各
自
治
会
の
学
生
は
、
会
場
入
り
口

に
ピ
ケ
を
は
り
、
会
場
内
に
い
る
村
川

委
員
長
達
は
カ
ン
ヅ
メ
状
態
に
な
っ

た
。
そ
の
時
、
外
で
待
機
し
て
い
た
学

生
（
他
大
学
生
血
土
八
名
を
含
む
）

が
、
角
材
で
会
議
室
の
窓
を
壊
し
、
会

掲
内
に
カ
ン
ヅ
メ
状
態
に
な
っ
て
い
た

村
川
委
員
長
達
を
救
出
し
た
。
そ
の
後

図
書
然
削
で
、
他
大
学
の
学
生
を
含
む

約
七
十
名
の
間
で
、
こ
君
父
‥
い
が
あ

っ
た
。

　
五
月
十
一
日
の
夜
、
孤
財
学
会
の
執

行
委
員
達
は
、
法
・
文
・
政
各
自
治
会

の
暴
力
を
恐
れ
、
理
財
学
会
の

伺
う
こ
と
も
で
き
ず
、
自
由
に

申
を
歩
ぶ
と
す
ら
で
き
な
い

あ
り
、
日
吉
に
お
け
る
自
治
活

ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な

―
○

Ｉ　
［
解
説
］
こ
の
間
の
一
連
の
事
件
を
動

か
し
て
い
る
も
の
は
、
　
日
吉
の
自
治
、

更
に
は
涯
応
の
自
治
の
荒
廃
に
他
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
琴
刀
事
件
を

一
部
の
人
間
の
も
の
と
す
る
様
な
我
々

仝
自
治
会
員
の
発
想
を
拒
否
し
、
我
々

が
何
を
も
っ
て
自
治
寂
脳
と
す
る
の

か
と
い
う
本
源
的
な
問
い
へ
と
潮
及
す

る
も
の
な
の
だ
。

　
自
治
今
四
動
は
学
園
に
生
活
す
る
全

学
生
の
具
体
化
さ
れ
た
要
求
を
政
策
・

運
動
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
引
き
上
げ
、
そ
れ

を
実
現
化
さ
せ
て
行
く
も
の
で
あ
っ
て

白
眼
狸
四
動
了
潮
流
間
運
動
と
す
る
図

式
と
は
、
学
生
全
体
の
階
級
規
定
に
よ

っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
我

々
は
セ
ク
ト
運
動
＝
ナ
ン
セ
ン
ス
と
は

把
え
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
自
治
会
活

動
の
申
で
学
生
大
衆
の
前
に
引
き
出
さ

れ
た
セ
ク
ト
運
動
は
、
自
治
活
動
全
体

の
発
展
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
場
合
、
我
々
に
と
っ
て
歯
止
め
と
な

る
も
の
は
、
各
セ
ク
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
に

自
治
ｎ
全
体
に
対
し
て
責
任
あ
る
題

勁
を
（
そ
れ
は
醗
念
的
な
も
の
で
は
な

く
ま
さ
に
現
実
的
に
有
効
な
運
動
で
あ

る
）
学
生
大
衆
の
前
に
提
起
す
る
と
い

う
前
提
な
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
こ

で
の
み
我
々
は
各
セ
ク
ト
の
個
別
政
策

を
自
治
会
の
政
策
と
し
て
選
択
し
う
る

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
我
々
の
要
求
は

　
「
大
学
革
新
」
と
「
反
戦
平
和
」
で
あ

り
、
こ
の
二
つ
を
具
体
的
に
政
策
化
し

た
運
動
こ
そ
が
自
治
台
替
刃
と
し
て
把

え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
昨
年
の
活
動

か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
食
堂
闘
争

の
有
効
性
は
、
「
封
鎖
案
」
を
提
起
し

た
法
・
政
・
文
よ
り
も
、
「
自
生
ボ
イ

コ
ッ
ト
」
を
提
起
し
た
狸
財
学
会
の
方

に
あ
る
し
、
国
際
反
戦
デ
ー
（
１
０
・

己
を
自
党
亘
の
勿
加
の
も
と
に
闘

っ
た
方
が

う
。
更
に

リ
エ
ン
テ

て
き
た
か
、
’

る
新
入
生
の

応
し
て
い
る

要
が
あ
る
の

ら
、
今
度
の

れ
ば
な
ら
な

ぶ
か
血
昭
爾
で
あ
ろ

新
入
生
に
対
し
て
、
オ

ョ
ン
を
ど
ち
ら
が
任
っ

ス
・
プ
ロ
に
代
表
さ
れ

あ
っ
て
、
そ
の
視
点
か

件
を
透
視
し
て
み
な
け

老）珊公示法怪痴，7，＿

三
田
祭
の
革
新
ｔ
発
展
を

　
五
月
六
日
（
月
）
三
田
祭
実
行
刄
以

総
会
に
先
だ
っ
て
ひ
ら
か
れ
た
、
理
事

今
見
に
お
い
て
、
三
田
祭
固
ｙ
召
以
合

代
表
と
大
学
当
局
と
の
、
三
田
祭
の
財

政
上
の
問
題
八
に
つ
い
て
会
見
が
お
こ

々
わ
れ
た
。

　
三
円
祭
参
加
μ
丙
渚
サ
ー
ク
ル
の

財
政
負
担
の
過
重
が
、
学
生
の
自
治
活

動
と
し
て
の
三
田
祭
の
発
展
と
維
持
を

妨
げ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
数
年

ま
え
か
ら
三
円
祭
実
行
秀
兄
お
よ
び

参
加
諸
サ
ー
ク
ル
の
あ
い
だ
で
い
わ
れ

て
き
た
。

　
本
年
度
の
三
円
急
召
喚
口
合
の
基

杢
方
針
で
は
、
三
川
殼
茄
渚
サ
ー
ク

ル
の
財
政
的
・
経
済
発
な
負
担
冷
呉
減

す
る
た
め
に
、
昨
年
ま
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
「
入
場
券
用
度
」
を
今
年
度
以

財

--･-ﾐ_.4..

降
、
漸
次

こ
と
が
確

　
六
日
の

念=
ｌ
　
ｉ

い
し
Ｉ
‘

る
」
ぃ

問
題
で

■

一
「
社
中
」
の
協
力
を
要
請

　
五
月
十
五
目
、
午
前
十
時
よ
り
・
日
吉

記
念
館
に
お
い
て
、
塾
生
多
数
の
出
席

す
る
申
、
慶
応
義
塾
命
名
百
年
記
念
式

ｔ
、
ま
作
一
丁
き
一
と
。
忿
ま
、
、
Ｘ
尺
吸
泌

今
日
の
私
学
危
機
に
対
し
て

る
。

　
次
に
立
っ
た
阿
部
総
長
は
「
早
稲
田

・
吻
応
手
を
組
ん
で
、
日
本
の
光
沢
に

｀
に
っ
て
叱
６
う
で
ま
な
ハ
‘
い
。
一
と
£

代
表
と
し
て
巾
山
宗
之
君
が
祝
辞
を
述

べ
た
。
病
身
を
お
し
て
称
号
授
与
に
臨

ん
だ
松
永
必
‥
脊
教
授
は
、
塾
生
の
盛
ん

3
9
4
｡
Q
4
5
k
/
g
.
9
1
1
9
J
!
J
04

い
社
会
の
要
清
に
宍
‥
え
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
に
改
革
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
、

軟
膏
研
究
の
面
と
、
管
理
運
営
の
面
か

ら
自
‥
一
支
し
一
～
５
い
り
こ
と
ｏ

副
四
回
長
寺
出
浩
司
（
照
研
）

財
拐
　
　
村
田
　
君
（
労
研
）

常
任
委
員
　
相
馬
　
恵
嗣
（
理
研
）

　
　
　
　
　
石
川
寿
薗
子
（
肺
研
）

　
ま
た
、
今
年
度
の
活
胞
方
針
と
し
て

「
学
研
連
の
危
欧
的
状
況
を
克
服
し
て

学
研
連
活
勁
の
再
生
を
／
」
が
提
起
さ

れ
た
。

反
戦
集
会
開
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
中
核
派

　
五
月
十
日
（
余
）
東
Ｔ
天
3
0
5
司
教
室

に
於
て
、
三
派
「
全
学
連
」
中
核
派
主

他
の
五
・
一
〇
東
尽
玉
討
論
作
谷
が

「
五
月
回
戦
ゼ
ネ
ス
ト
」
実
現
を
き

て
間
能
さ
れ
た
。
参
加
者
は
約
一
五
〇

名
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
王
子
野
戦
病

院
間
設
を
粉
砕
せ
よ
」
「
一
辨
塚
軍
事

昌
回
読
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
打
破
」

「
胞
只
法
（
と
り
わ
け
外
囚
人
学
校

法
）
を
粉
砕
せ
よ
」
「
五
月
十
三
目
、

日
米
回
訪
演
台
を
断
固
阻
止
せ
よ
」

を
椙
げ
午
後
七
時
半
肯
開
会
さ
れ
、

羽
田
闘
争
以
降
の
総
括
を
行
な
い
、
十

三
日
の
闘
争
を
碩
認
し
て
午
後
十
一
時

四
〇
分
解
散
し
た
。

公
安
当
局
ま
た
早

大
・
中
大
を
捜
索

　
五
月
三
日
午
前
二
時
、
「
四
月
八
日

革
マ
ル
派
全
学
連
が
申
込
署
馬
場
下
派

出
所
を
襲
い
破
壊
を
行
な
っ
た
」
と
理

由
で
、
警
視
庁
公
安
部
「
全
学
連
暴
力

事
件
」
特
技
木
部
は
、
早
大
第
一
文
学

部
・
第
二
文
学
部
自
治
会
を
家
で
捜
索

し
た
。
同
全
学
連
の
秀
飢
民
政
昭
拓
治

君
、
啓
記
長
木
下
宏
君
が
こ
れ
を
指
揮

し
た
と
し
て
不
当
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
四
日
未
明
、
警
視
庁
は
千
代
田
区

咄
・
刊
乃
お
・
歌
Ｓ
波
£
赴
ほ
司
乃
お
↓
へ

れ
て
い
る
。

会
見
で
は
、
三
田
畠
実

表
が
、
（
三
田
畠
の
理

常
的
な
自
治
活
動
の
渚

・
対
外
的
発
表
の
場
）

と
う
ぜ
ん
三
田
祭
に
た

べ
援
助
を
す
べ
き
で
あ

た
が
、
大
学
当
局
は
実

一 一

行わ相
と

ー
内苑定常

ゼ
々

と
の
緊
ぶ

委
員
長
（
飯
岡
鼎
ゴ

一

へ自以の現続時委で副
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゛美しきものの伝説，（文学座）

｢のどｶゝな‥‥‥‥じれったい4まど

式

のどかな」

　　沢�　竜

「
今
日
演
劇
の
果
し
う
る
役
割
と
は
何

で
あ
り
、
そ
の
為
に
演
劇
は
ど
の
よ
う

な
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
」

　
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
ル
・
ド
ル
ト
が
い
み
じ

く
も
指
摘
し
た
よ
う
に
演
劇
は
そ
の
発

生
に
お
い
て
一
つ
の
共
同
体
の
宗
教
的

・
政
治
的
統
合
の
手
段
の
意
義
を
担
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、

煕
眉
は
宗
教
的
、
政
治
的
統
合
と
い
う

便
所
を
果
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
己
の
が
式
を
洗
練
し
、
確
立
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
以
来

西
敗
に
お
け
る
演
剥
が
、
そ
の
内
宍
‥
と

形
式
の
上
で
数
々
の
口
吟
を
試
み
な
が

ら
そ
れ
ら
が
読
本
的
な
構
造
の
変
化
に
・

ま
で
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
は
舞
台
と
醍

客
と
が
そ
ろ
え
ぱ
、
そ
れ
だ
け
で
演
劇

が
成
立
す
る
と
い
う
爪
純
な
求
実
に
基

因
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
単

純
な
ギ
宍
を
も
う
一
度
と
ら
え
一
八
す
こ

と
か
ら
迢
代
に
お
け
る
演
劇
と
は
何

か
″
と
い
う
問
い
を
考
え
べ
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
惣
・
さ
し
ぐ
殖
代
の
ご
術

形
式
で
あ
る
小
説
が
虎
構
と
し
て
の

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
喪
失
し
て
い
る
現
代

に
お
い
て
、
示
・
以
の
役
割
と
は
何

か
″
と
い
う
問
い
は
そ
れ
自
体
う
つ
ろ

に
響
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
演
劇
は
た
だ
単
に

前
さ
せ
る
以
外
に
な
い
の
で
あ
り
、
舞

台
と
観
客
と
の
間
に
引
か
れ
た
一
線
は

そ
れ
自
体
仮
町
の
も
の
で
あ
る
。
ひ
と

た
び
幕
が
上
り
、
役
者
が
勁
き
だ
せ
ば

そ
れ
は
描
か
れ
た
世
界
、
つ
ま
り
虚
構

の
世
界
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
現
に

眼
の
前
に
あ
る
世
界
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
だ
。
舞
台
と
そ
れ
を
な
が
め
ろ
集

団
が
、
非
現
実
と
現
実
の
重
な
り
合
う

世
縁
を
構
成
す
る
。
演
劇
と
は
、
実
は

こ
の
世
界
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
と
す
れ
ば
、
尽
日
、
演

劇
の
果
し
う
ろ
役
割
｡
X
J
!
y
4
と
い

う
問
い
は
ま
ず
、
今
日
か
か
る
世
界
を

構
成
す
る
よ
う
な
集
団
性
・
共
同
性
を

も
つ
拓
同
Ｊ
！
¥
：
４
と
い
う
問
い

に
回
き
か
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　
私
達
が
こ
の
よ
う
な
、
い
ね
ば
演
劇

の
「
公
的
」
な
側
面
を
問
題
に
ず
る
と

す
か
さ
ず
次
の
よ
う
な
［
私
的
］
な

側
面
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち

「
私
に
と
っ
て
劇
的
な
る
も
の
は
何

か
？
」
。

　
非
現
実
と
現
実
と
が
貨
な
り
合
う
演

劇
の
世
以
に
参
与
す
る
主
体
と
は
、
他

な
ら
ぬ
観
客
一
人
一
人
で
あ
る
。
「
現

に
眼
の
前
に
あ
る
世
界
」
の
究
公
人
で

演
劇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
非

現
実
を
現
実
化
す
る
こ
と
が
可
能
な
芦

術
で
あ
り
、
今
な
お
そ
の
こ
と
は
基
本

的
に
は
変
わ
り
な
い
。
演
劇
は
そ
れ
が

如
何
な
る
形
式
と
内
容
を
持
と
う
と
も

一
つ
の
実
団
の
前
に
虚
構
の
塁
塞
現

宋記」より

あ
っ
た
観
客
が
、
舞
台
の
上
に
彼
自
身

の
世
界
を
発
見
し
、
そ
の
世
界
の
変
貌

と
と
も
に
彼
も
変
っ
て
い
く
と
き
は
じ

め
て
、
彼
自
身
に
と
っ
て
の
演
劇
的
世

界
は
完
成
す
る
の
だ
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
演
劇
が
今
日
、

″
私
達
″
に
と
っ
て
意
味
あ
る
芸
術

で
あ
る
と
か
ど
う
か
は
、
貳
逢
″
が

″
私
達
″
の
う
ち
に
″
他
尹
と
の
つ

を
提
示
す
る
か
ど
ぅ
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
言
え
る
の
だ
。

　
宮
本
研
作
・
木
村
光
一
演
出
・
文
学

座
公
演
に
よ
る
「
美
し
き
も
の
の
伝

説
」
は
、
そ
の
作
品
と
し
て
の
不
完
全

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
の
よ
う
な
問

題
そ
の
も
の
を
提
起
し
た
舞
台
と
し
て

塁
崇
ヽ
あ
る
。
宮
木
研
が
こ
の
作
品
で

狙
っ
た
も
の
は
哭
正
時
代
″
と
い
う

も
の
の
″
像
″
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握

し
、
そ
れ
を
″
現
代
″
に
常
一
ね
合
せ

て
、
醍
客
に
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
が
、
私
達
が
忿
か
れ
る
の
は
、
こ

の
舞
台
で
県
民
さ
れ
ず
、
混
沌
の
ま
ま

に
、
醗
客
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
い
く
つ

か
の
警
朗
そ
の
も
の
で
あ
る
。
前
半

に
登
場
す
る
劇
中
劇
で
は
、
大
正
則
新

劇
と
顛
客
と
を
舞
台
上
に
提
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
逗
在
私
達
が
な
が
め

て
い
る
舞
台
と
私
達
の
関
係
は
一
体
何

で
あ
る
か
？
〃
と
い
う
問
い
を
醜
客
の

一
人
一
人
の
う
ち
に
起
こ
さ
せ
、
舞
台

に
対
す
る
冷
静
な
判
断
力
を
保
ち
続
け

る
こ
と
を
作
者
宮
木
研
は
期
待
し
た
よ

う
に
思
は
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
劇
中
劇

は
、
ブ
レ
ヒ
ト
流
の
い
わ
ば
、
異
化
的

効
果
を
意
図
し
た
も
の
と
見
て
良
い
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
舞
台

か
ら
醗
客
に
向
け
ら
れ
た
祷
凹
ｒ
は

た
と
え
ば
″
先
生
≒
　
耀
稲
炉

″
ル
バ
シ
カ
″
、
％
R
R
2
よ
っ

て
語
り
合
わ
れ
る
、
冦
閲
ｒ
が
そ

れ
で
あ
る
。

　
　
。
先
生
″
こ
と
島
村
抱
月
の
「
演
劇

が
大
衆
の
も
の
で
あ
り
、
な
け
れ
ぱ
な

ら
ぬ
以
上
、
ま
ず
大
衆
を
把
え
る
。
そ

な
が
り
を
認
め
、
そ
の
よ
う
な
貳

辞
の
世
界
が
変
り
う
る
と
い
う
こ
と

早
稲
田
こ
と
沢
田
正
二
郎
の
二
人
が
対

立
す
る
。
モ
ス
コ
ー
芸
術
座
を
認
術

至
上
宝
蔵
的
″
に
哲
西
す
る
″
ル
パ
シ

ヤ
″
や
「
大
衆
の
一
歩
前
を
す
す
む
こ

と
は
む
つ
か
し
い
。
半
歩
く
ら
い
が
頂

度
よ
い
」
と
新
劇
で
も
新
派
？
蔽
舞

伎
で
ぢ
な
い
画
民
劇
″
す
な
わ
ち
新

国
劇
ふ
・
折
り
、
自
ら
画
定
忠
治
を
演

じ
る
耀
稲
田
″
。
彼
等
は
沢
は
。
先

生
″
の
二
つ
の
面
を
表
現
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
″
先
生
〃
の
死
の
直
前

　
嶮
生
″
こ
と
久
保
栄
は
哭
衆
の
た

め
の
演
劇
を
創
り
出
す
に
は
、
大
衆
と

は
何
か
と
い
う
問
い
を
演
劇
人
も
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
″
と
″
先
生
″
の
″
二

元
の
誤
を
批
判
す
る
。
天
衆
と
は

何
か
？
″
当
然
こ
の
ぷ
笙
″
に
対
す

る
ぶ
生
″
の
批
判
は
″
ク
ロ
ポ
ト
年

ど
こ
と
大
杉
栄
と
凶
分
ク
こ
と

堺
利
彦
の
巡
衆
は
信
頼
で
き
な
い
の

か
？
″
と
い
う
論
争
に
重
り
合
う
。

　
こ
の
よ
う
に
宮
木
研
は
、
今
日
の
演

劇
が
直
面
し
て
い
る
重
大
な
問
題
を
提

出
す
る
。
そ
れ
は
彼
自
身
に
と
っ
て
、

民
衆
と
は
何
で
あ
り
、
演
劇
と
は
何
で

あ
る
の
か
。
彼
は
こ
の
問
い
に
答
え
て

い
な
い
の
だ
が
、
意
図
に
反
し
て
私
達

は
″
レ
ク
イ
エ
ム
″
の
場
で
、
そ
れ
を

見
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
面
に
お
け

る
作
劇
手
法
の
混
乱
が
皮
肉
に
お
そ
れ

を
示
す
よ
う
に
な
る
の
だ
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
劇
中
劇
に
端
的
に
見
ら
れ

る
翼
化
的
効
黒
は
こ
の
場
で
根
底

か
ら
く
つ
が
え
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
お
さ

え
ら
れ
て
い
た
感
情
移
入
″
が
客
席

を
津
波
の
よ
う
に
渡
っ
て
い
く
の
で
あ

し
て
そ
の
上
に
彼
等
の
芸
術
を
」
と
い

う
主
張
に
ル
パ
シ
ヤ
こ
と
小
山
内
渕
と

る
。
巡
を
咲
か
せ
よ
う
≒

　
″
こ
の
よ
う
に
生
き
、
こ
の
よ
う
に

　巨大な〈時間〉の流れ
　の申に、「権力」とか
　「死」とかを何度も何
｀度も暫七たいと思い゛ま
　せんか？

一　-会員募集

一　-

．
　
　
　
　
　
『

死
ん
で
い
っ
た
Ａ
言
″
、
哭
衆
の
こ

と
を
考
え
、
大
蔵
・
と
の
つ
な
・
が
り
を

切
実
に
求
め
て
い
っ
た
人
％
４
Ｑ

い
は
″
大
衆
そ
政
も
の
で
あ
っ
た
人

達
瓢
彼
等
の
た
め
に
辿
を
咲
か
せ

よ
う
″
／

　
こ
の
場
面
は
そ
れ
な
り
に
感
動
的
で

あ
る
。
け
れ
ど
＆
呆
研
が
期
待
し

た
、
残
客
の
冷
静
な
判
断
力
は
一

傷
″
に
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の

こ
と
は
同
時
に
、
ご
作
者
宮
木
研
の
大
衆

像
そ
の
も
の
が
“
Ｓ
&
＆
で
あ
り
。

t
e
(
4

1
1
9
て
作
者
自
身
の
征

界
を
変
え
る
″
と
い
う
こ
と
、
辿
を

咲
か
せ
よ
う
″
と
い
う
Ｊ
恐
炉
の
内

に
浬
没
し
て
い
る
こ
と
を
｛
‥
一
味
す
る
と

言
え
る
の
だ
。
’
　
　
。

　
と
は
い
え
、
は
ぽ
同
時
代
を
と
り
あ

げ
な
が
ら
、
。
思
想
″
の
ド
ラ
マ
を
設

定
し
、
そ
れ
故
忙
ド
ラ
マ
そ
の
も
の
で

も
あ
り
得
な
か
っ
た
木
下
順
ニ
の
ぜ

の
時
代
〃
に
比
ぺ
れ
ば
一
時
代
を
総
体

的
に
、
従
っ
て
場
代
を
総
体
的
に
把
握

し
よ
う
と
い
う
骸
み
が
、
ま
さ
し
く
試

フ裔、１命萌尽屯山;て獅:s'りａだの
心卒

　
　
　
　
さ
び
さ
び
唄

さ
せ
そ
も
五
条
わ
た
り
に
て

夕
伺
の
宿
と
た
づ
ね
し
は

そ
れ
は
″
混
き
ん
や
ら
ん

賀
茂
の
み
生
れ
に
飾
り
し
は

糸
毛
の
車
と
こ
そ
き
け

糸
桜
色
も
盛
り
に
咲
く
頃
は

来
る
人
多
き
酉
の
暮
れ

穂
に
出
づ
る
秋
の
糸
す
す
き

月
に
夜
を
や
待
ち
ぬ
ら
ん

今
は
た
賎
が
繰
る
糸
の

畏
き
会
の
つ
れ
を
岳

畏
き
兪
の
つ
れ
な
六
を

思
ひ
明
石
の
浦
干
鳥

音
を
の
み
と
り
鴫
き
あ
か
す

姉
妹
は
行
平
を
待
ち
わ
び
つ
つ
、
つ
い
鬼
面
八
船
若
》
に
変
貌
し
て
し
ま
う
。

に
は
幽
霊
と
化
す
と
い
う
筋
立
に
な
っ
　
そ
れ
は
そ
の
Ｉ
一
廼
の
精
神
の
変
貌

て
い
る
。
一
。
般
若
由
来
記
」
に

る
「
汐
汲
」
の
物
語
と
い
う
は
、
そ
れ

疏
で
駄
恥

る
と
い
う
行
為
の

　
　
　
　
　
　
㎡
’

自
体
散
恢
し
て
い
る
が
「
松
風
」
の
貳
．
積
極
性
ゆ
ｔ
や
奮
発
の
裏
切
り
を
転

形
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
夏
姫
は
、
面
作
り
の
渓
舟
に
松
風
と

い
う
銘
の
浮
木
で
女
面
を
作
る
こ
と
を

（
「
胎
心
由
来
記
」
の
テ
ー
マ
）
　
所
望
す
る
が
、
そ
れ
は
夏
姫
が
自
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
平
に
恋
慕
し
た
松
風
に
擬
し
て
い
る

機
と
し
て
《
綻
若
》
に
変
貌
す
る
可
能

性
を
持
ち
え
た
の
で
あ
る
。

《
般
若
》
と
は
、
持
語
で
悟
り
に
至
る

知
を
意
味
し
て
い
る
。
ふ
た
た
び
兼
好

の
セ
リ
フ
を
借
り
る
な
ら
ば
、
鬼
と
は

1.ゝ八t z t コ タ) ４ ｆ
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